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▼

経
済
成
長
と

技
術
進
歩
の

型商

売

進

一

は

じ

め

に

技
術
進
歩
を

ふ

く

む

生
産
函
数
と

し

て
､

次
の

よ

う
な

ダ

グ

ラ
ス

型
を

用
い

る

こ

と

が

多
い
｡

呵
‖
ゝ
忠
一

ト
央

内
句

Q

＋
も

=
-

ワ

陣
取
紳

ト
‥

埠

藩

内
‥

婚

漱

(

1
)

こ

こ

で
ス

は

技
術
進
歩
率
で

あ

る
｡

も

し

も

生

産
弾
力
性
α

､

β
の

備
に

(

2
)

変
化
が

な

け

れ

ば
､

ス

な
る

技
術
進
歩
は

｢

中
立

的
+

で

あ

る

と
い

う
｡

し
か

し
α

が

上

昇
(

β
が

低
下
)

す
る

な

ら

ば
､

そ

の

技
術
進
歩
は

｢

労

働
使
用
的
+
､

そ

の

道
の

場
合
は

｢

資
本

使
用
的
+

と

呼
ば

れ

る
｡

本
稿
の

目
的
は
､

労
働
と

資
本
お

よ

び

土

地

を
ふ

く

む
よ

り
一

般
的
な

ダ
グ

ラ
ス

型
生

産
面
数
を

前
提
し

て
､

技
術
進

歩
の

型
の

変
化
が

経
済
成

長
に

い

か

な

る

効
果
を

与

え
る

か

を

分
析
す
る

こ

と

に

あ

る
｡

単
純
化
の

た

め

に

次
の

仮
定
を
お

く
｡

l

封
鎖
体

系
で

政

府
の

役
割

は

存
在
し

な
い

｡

2

経

済
は
一

つ

の

生

産
部

門
か

ら

成

り
､

一

種
類
の

財
を

生

産
し
､

山
▼

そ

れ

は

消

費
さ

れ

も
し

く
は

貯
蓄
さ

れ
か

つ

投
資
さ

れ

る
｡

3

社

会
は

労
働
者
､

資
本

家

(

企
業
者
)
､

地

主
の

三

階
級
か

ら

構

成

(

3
)

さ

れ

る
｡

資
本

家
は

労
働
と

土

地

お

よ

び

資
本
に

よ

っ

て

利
潤

率

を

極
大
に

す
る

よ

う

に

行

動
す
る
｡

生

産
要
素

は

す
ぺ

て

同

質
的

で

あ
る
｡

4

規
模
に

関
し
て

収

穫
不

変
､

要
素

収

穫
は

す
ぺ

て

の

生

産
要
素
に

(

4
)

つ

い

て

逓
減

的
｡

た

だ

し

各

生

産
要
素
の

生

産
弾
力

性

は
一

定
｡

5

資
本

家

は

利

潤
の

一

部

を

貯
蓄

し

投

資
す
る
｡

労
働
者
と

地

主
は

そ
の

所
得

を

す
ぺ

て

消

費
す
る
｡

6

技

術

進

歩
率

と

労
働
供

給
の

増
加

率

は
一

定
と

与

え

ら

れ

る
｡

7

土

地

お

よ

び

自
然
資
源

(

簡

単
に

土

地
と

呼
ぷ
)

は
一

定
と

与

え

(

5
)

ら

れ
る
｡

記
号
を
こ

う
さ

だ

め
る
｡

ア
‥

実

質
純
国

民

生

産
物

ム
‥

労
働

g
‥

督
ハ

本
ス

ー

プ

ク

J4 β

α

‥

労

働
の

生

産
弾
力

性

β
.

‥

資
本
の

生

産
弾
力

性

r
‥

土

地

ゐ
生

産
弾
力

性

月
‥

土

地

亡

‥
時

間

(

一

定
､

○

<
白

<
-
)

(

一

定
､

○

<
b

∧
-

)

(

一

定
､

○

<
｢

∧
-
-

Q

＋
b

＋
｢

=
-

)

一
-
1
二
■

き‾ 口 A ス

技

術
進

歩
率
(

一

定
､

-

∨
○
)

初

期

時

点
に

お

け
る

技
術

水

準

(

一

定
､

ゝ

>
○

)

労
働
の

増

加

率
(

一

定
､

〇

>
○
)

..ノ
l
▼



d
i

■寧習

( 1 45) 研 ∵究 ノ ー ト

_
▼

▲ノ
ダ

｡

ひ

‥

実

質
賃
金

率

守
‥

利

潤

率

(

資
本
1

単

位

当

り

利

潤
)

p
‖

地

代
率

(

土

地
1

単
位

当
り

地

代
)

G
(

g
)

‥

諸

量
g

の

成

長
率

(

セ
勺
)

■

*

本

稿
は

大
川
一

司
･

磯
野

修
･

梅

村
一

司
･

荒

憲
治

郎

教

授
お

よ

び

山

沢
逸

平

氏

(

大

学

院
)

に

負
う
と

こ

ろ

が

多
い

｡

ま
た

大

川
ゼ

ミ

ナ

ー

ル

･

荒
ゼ

ミ

ナ

ー

ル

･

水
曜

研

究

会
･

T

E

A

会
の

方
々

か

ら

も
コ

メ

ン

ト

を
え

た
｡

以

上
の

人
々

に

あ
つ

く

感

謝
の

意
を

表
し

た
い

｡

(

1
)

こ

こ

で

技
術

進
歩
と

は
生

産

面

数
の

シ

フ

ト

と

定

義
す
る
｡

す

な
わ

ち

生

産
要
素
打

増
加

以

外
の

理

由
に

よ

る

生

産

量
の

増
加

は
､

す
べ

て

技

術

進

歩
と

み

な
さ

れ

る
｡

(

2
)

こ

の

生

産
函

数
で

は
､

生

産

弾
力

性
は
α

､

β
と

し

て

与

え

ら

ヽ

ヽ

ヽ

れ
て

い

･
る
｡

し

た

が

っ

て
ハ

ロ

ッ

ド
や
ヒ

ッ

ク

ス

の

よ

う
に

同
一

の

ヽ

ヽ

ヽ

利
潤
率
の

も

と

で

技
術

進

歩
を

比

較
す
る

必

要

は

な
い

｡

さ

ら
に

ハ

｡

ア

ド

は
､

同
一

の

利
潤
率

ヴ

の

も

と

で

資
本

係

数
F

の

変
化
に

よ

っ

て

技
術

進
歩
を

定

義
し
､

ヒ

ッ

ク

ス

は
■
同
一

の

世

の

も

と

で

分

配

率
の

変
化
に

よ
っ

て

定

義
し
た
｡

し
か

し

資
本
の

分
配

率
を
打

と

す

る

と

司

=
崎

勺

で

あ

り
､

こ

こ

で

官

は
一

定
で

あ

る

か

ら
､

両

者
の

定
義
は

ま
っ

た

く

同

じ
こ

と

が

わ

か

る
｡

し

た

が
っ

て

α
､

β
の

変

化

に

よ
る

技
術

進

歩
の

型
の

定

義
は
､

ハ

ロ

ア

ド

と
ヒ

ブ

タ

ス

の

二

∵

つ

の

定

義
を

同

時
に

満
足
し

て

い

る
｡

(

こ

れ

は

荒
教

授
の

御

指

摘

に

よ
る
｡

)

ヽ

ヽ

(

3
)

労
働
は

労
働
者

数

で

あ

り
､

人
口

と
一

定
の

関

係
に

あ
る

と

し

≠
い

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

て

も

よ
い

｡

資
本
ス

ト

ッ

ク

は

再
生

産

可

能
な

生

産

財
と

定

義
し
､

ヽ

ヽ

生

産

物
と

同
一

の

単
位

で

測

定

さ

れ

る
｡

土

地

は

再

生

産

不

可

能

な

生

産

財
と

定

義
さ

れ

る
｡

(

4
)

こ

れ

は

ダ

グ

ラ

ス

塾
生

産

函

数
を

仮

定

す

る

こ

と

を

意

味
す

る
｡

〕

(

5
)

こ

の

仮

定
は

四

で

放

棄
さ

れ

る
｡

〔

〓

基
本
的
モ

デ
ル

生

産
函
数

(

こ

呵

=

〈ゝ

菜
卜
勾

内

昌
｢

を

条
件
と

し
て
､

企
業
者
は

利
潤
率
を

極
大
に

す
る

よ

う
行
動
す
る
｡

そ

の

結

果

(

N

)

句

中

e

‖
ヘ

ペ

ー
】

-

ト

(

ご

盈
小}､

(

こ

胃
1
一
】

叫

と
い

う
関
係
が

成
立

す
る

〔

数
学
注
り
〕

｡

労
働
と

資
本
の

増
加
率
は

(

h

)

Q
(

ト
)

=
訂

(

入

ご

月
内
)

=

遜

(

6
)

と

与
え
ら

れ

る
｡

土

地

は
一

室
ぶ

と

し

て

与
え

ら

れ

る
｡

(

ご

ね

=
知

▲7

こ

れ

ら
の

方
凝
式
君
を

す
べ

て

成
長

率
の

タ

ー

ム

に

書
き

か

え

よ

う
｡

朗
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一(
-

且

(
N

P
)

(
山

p
)

(

阜
P
)

(

u

)

(

小

)

勺

【.･ユ

▲

ヾ

ヽ

只
3
=
-

＋
年

月
ト
)

＋
b
(

月
内
)

＋
1

月
ね
)

月
旦
=
Q
(

}

J

-

月
ト
)

Q
(

已
=
Q
(

】

J

l

月
内
)

只
匂
)

=
Q
(

】

J

-
Q
(

知
)

Q
(

ト
)

=
訂

Q
(

内
)

=

遥

イ

㈲

の

G

G

舌

辞

ニ

⊥
一

,

▲

○
-

月
U

β

n

n

t a

t a

(

ざ
)

月
知
)

=
Q

方
程
式
七
つ

に

対
し

て

未
知
数
は
ア
､

ム
､

g
､

R
､

畑

､

p
､

q
の

七

つ

で

あ

る
か

ら
､

体
系
は
コ

ン

プ

リ
ー

ト

で

あ
る
｡

た

だ

し

エ
､

g
の

初

期
値
を

与
え
て

お

く
｡

R

の

初
期
値
は

(

○

で

与
え

ら

れ

る
｡

(

旨
)

に

(

-

且

(
山

)

(

か
)

(

ざ
)

を

代
入

し
て

甘

に

つ

い

て

整
理

す
れ

ば

男
色
=
-

＋
白
訂

-
A
T
･

b
)

巾

簡
単
に

(

00

)

男
色

=

又
-

-
b
)

(

崎 1

-
已

た
だ

し

ヽ
-
′

G

引
･(
U

.

(

-

耳

.ノ

.
+

-亡
二
/

･
(

▼‖
ト

j

斤

(

ノ
.

コ

ァ

咄

は

後
者
の

そ

れ

よ

り

小
さ

く
､

刀

経
済
成
長
と

長
期
均
衡
決
定

の

メ

カ
ニ

ズ
ム

を

簡
単
な

囲
で

説
明
し

ょ

う
｡

(

-

P
)

に

(
山

)

(

e

(

ざ
)

を

代
入

す
る
｡

只
】

J

=
-

＋
♀

訂

＋

亀
崎

か

く

て

経
済
成

長
率
は

上

図
の

よ

う
に

措
か

れ

る
｡

こ

れ
に

対

し
て

資
本
蓄
積
率
は
(

か
)

か

ら

原
点
を

通
る

直
線
と

し

て

表
わ

さ

れ

る
｡

前

者
の

直
線
の

勾

配

(

-

-

)

血
べ

宅
)

=

ー

ー
1

〇

β48

(

-

N
)

申
ハ

旦
=

ー

1
b

-

＋
熊

訂

ー

ー
b

(

¢

)

向

=

ー

＋
白

〇

A
-

-
き

A
-

～
吾
>
○

で

あ

る

か

ら
､

利
潤
率
9

は

昏
に

単
調
に

収

致

す

る
｡

一世

は

長
期
均
衡
利
潤
率
で

あ
っ

て
､

そ
れ

は

安
定
的
で

あ

る

〔

数
学

注

拘
〕

｡

そ
の

と

き

経
済
成
長
率
､

賃
金
増
加
率
､

地

代
増

加

率
は

次
の

値
を

と

(

7
)

る
｡(

岩
)

ぞ
)

‖

郎

も
l

ヽ

.

_
'

百

叶

二

つ

の

直

線
は

か

な

ら

ず

交

叉

す
る
｡

そ
の

点
の

横
座
標
が
一世
､

縦
座
標
が

月
呵

で

あ
る
｡

只
3

と

月
内
)

は

世

の

函
数
で

あ
る

が
､

さ

ら

に

且

は

(

旨
)

に

お

い

て

只

3

と

月
内
)

に

よ
っ

て

決
定
さ

れ

る
｡

す
な
わ

ち

q

は

内
生

変

数
で

あ
る
｡

も
し

も

崎

仰
向▲

な
ら

ば
､

只
}

J
州

月
内
)

し

た

が
っ

て

男
色

肘
○

で

あ
る

か

ら
､

甘

は

か

な

ら

ず
昏
に

収
赦
す
る
｡

か

く

て

利
潤
率
と

経
済

成
長
率
は
､

利
潤
率
の

変
動
を

通
じ

て

そ
の

長
期
均
衡
水
準
に

到
達
し
､

そ

れ

ら

は

利
潤
率
の

変
動
に

よ
っ

て

安
定
的
で

あ
る
｡

長
期
均
衡
水
準
(

β
→
(
-

N
)

に

つ

い

て

次
の

こ

と

が

注
意

を

引

く
｡

少
1

ノ

一′
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ダ
1

〟

向
-

只
3
=

月
旦

は

つ

ね

に

プ

ラ
ス

で

あ

る

が
､

月
ぢ
)

は

か

な

ら

ず

し

も

プ

ラ
ス

で

は

な
い
｡

(

-

b
)

月
旦
W
O

等

訂
3

富
トヽ

(

8
)

か

く
て

典
型
的
な
二

つ

の

C
p

琵

を

区

別
し

ょ

う
｡

(

ヱ

〓
㍑｢
∈

荘

蘇
J
｢

弓

蒜
.

け

靭

二

つ

の

C
P

旨

の

具
体
的
な

意
味
は
こ

う
で

あ

る
｡

C
｡

雷
-

‥

労
働
増
加
が

急
速
で

(

人

口

増

加

率
が

高
く
)

技
術
進
歩
が

緩
慢
で

あ

り
､

土

地
の

制
約
が

生

産
の

進
行
に

大
き

な

障
害
と

な
る

よ

う

な

経
済
で

は
､

実
質
賃
金
率
は

低
下
す
る
｡

こ

れ

は

後
進
経
済
の

状
態
に

相
当
し

ょ

う
｡

C
p

芳
N

‥

労
働
増
加
が

緩
慢
で

(

人

口

増

加

率

が

低
く
)

急
速
な

技
術

進
歩
が

行
わ

れ
､

か

つ

生

産
に

お

け

る

土

地
の

貢
献
度
が

極
め

て

小
さ

な

経
済
で

は
､

貸
金
は

上

昇
す
る
｡

こ

れ

は

先

進

国

的

C

監
¢

と

い

え

よ

へ

9
)

-

フ
0(

6
)

落
城
=

辱
磯
=

月
打

で

あ

る

か

ら

月
内
)

=

車
内
=

冶

(

7
〕

(

山

)

(

や

)

よ

り

長
期
均
衡

資
本

係
数

ア

が

決
定
さ

れ

る
｡

『
=

鳥
(

-

-

吾

ー

＋
再

訂

(

¢
)

～

(

ロ
)

に

お
い

て

｢

=
○

と

お

け

ば
､

土

地

を

無

視
し

た

従

来
の

成

長
モ

デ
ル

の

長
期
均

衡
水

準
と

な

る
｡

≠

-

(

8
)

(

N

且

よ

り

労

働
の

生

産

性

づ
ト

の

増

加

率
は

貸
金

増
加

率

に

び

と

し
い

｡

し
た

が

っ

て

C

監
e

-

で

は

労

働
生

産

性

は

低

下

し
､

C

監
e

N

で

は

上

昇
す

る
｡

な

お

只
∈
)

=
○

の

場

合

す

な

わ

ち

箭
ト
な

る

場

合

は

論
じ

な
い

｡

｢

-

(

9
)

(

ロ
)

に

お

い

て

逗
と

お

け

ば

ぞ
)

=

H
可
と

な

っ

て

つ

ね

に

プ

ラ

ス

で

あ

る
｡

す
な

わ

ち

土
地

を

無

視
し

た

多
く
の

成
長
理

論
は
､

わ

れ

わ

れ

の

C
P

雷
N

の

中
に

位

置
づ

け

ら
れ

る
｡

こ

れ

ら
の

理

論
で

は

貸
金
が

低

下

す
る

可

能
性

を

鼠

明

す
る

こ

と

が

で

き

ず
､

後
進

経

済
へ

の

通

用
に

は

適
切

で

は

な
い

｡

三

技
術
進
歩
の

型
に

関
す
る

分
析

以

上
を

準
備
段
階
と

し
て
､

技
術
進
歩
の

型
に

関
す
る

本
来
の

議
論
に

入

ろ

う
｡

三
つ

の

生

産

要
素
を

も
つ

わ

れ

わ

れ

の

モ

デ
ル

で

は
､

技
術
進

歩
の

型
の

定

義
は

通
常
よ

り

複
姫
で

あ

る
｡

こ

こ

で

は
一

つ

の

生

産
弾
力

性
が
一

定
で
､

他
の

二

つ

が

変
化
す
る

場
合
に

議
論
を

限
定
し

ょ

う
｡

三

っ

の

生

産
要
素
が

同
時
に

変
化
す
る

誓
は
､

以

下
に

示

す
六

㌶
基
本

的
な

技
術
進
術
の

型
が

適
当
に

合
成
さ

れ

た

も

の

と

考
え

れ

ば

よ
い
｡

い

ま

技
術
進

歩
率
ス

を

同
一

と

仮
定
し

て
､

次
に

定

義
さ

れ

る

技
術
進

歩
の

塑
の

変
化
が

経
済
成
長
率
､

賃
金

増
加
率
な

ど
に

ど

う
い

う
影
響
を

ヽ

ヽ

ヽ

与
え

る
か

を

み
る
｡

い

い

か

え

れ

ば
､

進
歩
率
が

同
一

で

塑
が

異
る
二

つ

の

技
術
進
歩
を

比

較
す
る
｡

そ
の

た

め
に

均
衡
成
長
率

刃
○
(

地

代
の

均

衡
成

長

率

月
旦

に

ひ

と

し

い
)

､

賃
金
の

均

衡
成

長
率

刃
さ
)

を

高
め
る

技
術
進
歩
の

塑
を

た

ず
ね

る
こ

と

に

し

よ

う
〔

数
学
注
∽
〕

｡

そ

(

11
)

の

結
果
は

次
の

通
り
で

あ
る
｡

β舶



技 術進 歩 の 型

(資本使用
･

土地 節約的技術)

( 土 地使用 ･ 資本節約的技循)

生 産弾力性の 変化

低下- [βr] 技術

上 昇一[ rβ] 技術
一 定(芸志雲;

?
､巴

′
J +

＼

C ) (つ
p
_
PP

ひ】

(D

N

[

守
]

洋
蕃
尚
懐

∽

( p

ト▲

[

息
]

[

D

べ
]

[

b

且
[

月
]

[

守
]

洋

寄
掛
囁

す
な
わ

ち

土
地
の

生

産

弾
力
性
γ

が
一

.
定
な
る

と

ぅ

〔

式

七
山

)

の

第

一

外
〕
､

労
働
便
凧
的

技

術
[

息
]

が

均
衡
成
長
率
を

高
め
る

と
･

か
､

資

本
使
用
的
的
技
術
. [

官
]

が

そ

れ

を

高
め

る

と

か
一

､
概
に

は
い

え

な
い
｡

■

す
な
わ

ち

人

口

増
加
が

急
速
で

技
術

進
歩
が

緩
慢
な

経
済
C

思
e

-

で

は
､

か

え
っ

て

労
働
使
用
･

資
本
節
約
的

技
術
が

有
利
で

あ

る
｡

一

方
人
口

増

加
が

緩
慢
で

技

術

進

歩
が

急
速

な

経
済

C
P
∽
e

N

で

は
､

資
本

使
用
･

労
働
節
約
的

的

技

術
が

有

利
で

あ

る
｡

こ

れ

を

次
の

よ

う
に

い

い

か

え

る

こ

と
が

で

き

よ

う
｡

い

ま

あ

る

経
済
に

つ

い

て

二

つ

の

新
た

な

技
術

1

労
働
使
用
的
技
術
と

資
本
使
用
的
技

術

-
が

選

択
可

能
で

あ

る
､

と

し

よ

う
｡

前
者
を

｢

中

国
型

技

術
+
､

後
者
を

｢

米
国
型
技

術
+

と

呼
ん

で

も

よ

か

ろ

う
｡

こ

の

経
済
が

採
用
す
べ

き

技
術
は
､

こ

の

経
済
に

お

け

る

技
術
進
歩
率
､

労
働
増
加
率
､

土

地

の

生

産
弾
力

性
の

値
に

依
存

す

丘

l
-

-

〆

､

t

＼

る
｡

す
な
わ

ち

技
術
進
歩
率
が

低
く

労
働
増

加

率
が

高

く
､

そ

の

結

果

甜
(

0

実
質
賃
金
が

低
下
し
っ

つ

あ

る

経

済

C
P

琵
-

で

は
､

｢

中
国
型
技
術
+

を

採
用
す
る

こ

と
に

よ
っ

て

経
済
成
長
率
､

貸
金
増
加
率
､

利
潤
率
､

地

(

12
)

代
増
加
率
を

高
め

る

こ

と
が

で

き

る
｡

一

方
技
術

進

歩
率
が

届

く

労

働

増
加
率
が

低
く
､

そ
の

結
果
現
に

実
質
貸
金
が

上

昇
し

っ

つ

あ

る

経

済

C
p
の

e

N

で

は
､

｢

米
国
型
技
術
+

の

選
択
が

有
利
で

あ

る
｡

先
進
経
済
で

は

資
本
使
用
的
技
術
進

歩
が

有
利
で

あ

る

こ

と

は
､

し

ば

し

ば

指
摘
さ

れ

て

い

る
｡

し

か

し

後
進
■
経
済
に

つ

い

.て
は
､

ま

だ

確
定
的
な

結
論
は

え

ら

れ
て

い

な
い
｡

わ

れ

わ

れ
の

理
論
は
､

も

し
も

後
進
経
済
が

C
P

琵

-

に

ょ
っ

て

説
明
さ

れ

る

状

態
に

あ

る

と

す
れ

ば
､

少
く
と

も

理

論
的
に

は
､

労
働
使
用
的
･

資
本
節
約
的
技
術
の

採

用
が

有
利
で

あ

る

こ

と

を

示
し

て

い

る
｡

資
本
の

生

産
弾
力
性
β
を
一

定
と

す
る

と

き

〔

式
(

-

h

)

の

第
二

列
〕

､

労
働
使
用
･

土

地

節
約
的
技
術
[

月
]

が

有
利
で

あ
る
｡

労
働
の

生

産
性

α

を
一

定
と

す
る

と

き

(

第

三

列
)
､

資
本

使

用
･

土

地

節

約

的

技
術

[

守
]

が

有
利
で

あ

る
｡

す
な

わ

ち
い

か

な
る

場
合
で

も
､

土

地

節

約
的

技
術
が

有
利
で

あ

る
｡

(

1 0
)

荒
教

授

は

六
つ

の

技
術

進

歩
の

型
の

分

類
は

す
ぺ

て

を

つ

く

し

て

い

な
い

､

と

批
判
さ

れ

た
｡

三
つ

の

生

産

弾

力

性
が

変
化

す
る

技

術
進

歩
も

考

慮

さ

る
ぺ

き

で

あ
る

と
い

う
｡

し
か

し

そ
れ

は

わ

れ

わ

れ

の

二

つ

の

技
術

進

歩
の

型
が

適
当
に

合

成

さ

れ
た

も
の

と

考
え

れ

.

ば

よ

い

｡

技
術

進
歩
の

塑
の

定

義
の

意

味

を

国
で

説
明
し

よ

う
｡

(

こ

の

図

せ

哲
m
豆
e

討

と

呼
ば

れ

る
｡

)

ふ

ょ



ホ

才J
∴

ヽ

.

一▼

▲
-

..
i
I
･

1

人

血

0

叫卑

せ

は
､

r
の

凪
が

変
り

て

も
､

そ

の

儲
妓

に

と

ど

ま

る

も

の

と

す

る
｡

(

1 2

こ

利

潤

率
が

上

昇

す
る

の

だ

か

ら
､

企

業
者

は
こ

の

技
術

を

採
用

し
ょ

ぅ
｡

貸
金

増
加

率
が

上

昇

す
る

と

い

う
の

ペ
ニ

の

場

合
､

賃

金
の

低
下

率
が

減

少

す

る

こ

と
に

は

か

な
ら

な
い

｡

四

修
正

さ

れ

た
モ

デ
ル

に

よ
る

分
析

以
上

の

結
論
は
､

土

地
一

定
と
い

う

仮
定
と

独
立
で

は

な
い
｡

次
に

土

地
が
一

定
率
り
で

増
加
す
る

場
合
を

考
察
し

ょ

う
｡

(

N

P
)

に

か

わ
っ

て

(

い

さ
)

只
知
)

=
づ

(

ほ
)

こ

の

と

き

長
期
均
衡
水
準
(

β

～

(

-

N
)

は
こ

う
な

る
｡

(

り

p
)

向

=

ー

ー
｢

(

〇

-

き
＋
(

-

-

吾
〇

9) 研 究 ノ ー

ト

仮

定
に

よ
っ

て

熊

＋
b

＋
｢

=
-

で

あ

る

か

ら
､

α

､

β
㌧

r
の

組

み

合

わ
せ

は

右

図
の

｢

単
体
+

△

イ
七

ハ

の

平

面
上
に

存
在
す

る
｡

r
軸
に

J
一
Q

を

と
っ

て

線

分
二

心

を

引

く
｡

こ

の

線
.の
上

の

部
■
分

が

C

監
e

-
､

下
が

C
P

琵

N

と

な
る
｡

こ

の

国
で

は
､

一

例

と

し

て

[

息
]

技
術

進
歩
が

矢
印
打

よ
っ

て

示
さ

れ

て

い

る
｡

.■(
こ

の

因

は

磯
野
教

授
の

御
教

示

に

よ
る
｡

)

(

1 1
)

[

持

ユ
[

守
]

技

術

進

歩
に

よ
っ

て

r
の

債

が

変
っ

て

も
､

C

監
e

-

か

ら

C

監
2

N
､

あ
る

い

は

C

監
e

N

か

ら

C
P
∽

e

-

へ

の

(

-

O

p
)

m

ズ
呵
)

=

(

-

-

且

屯
べ

琶
)

=

A
-

-

吾

-

-

ス
〇

-

き
＋
(

-

-

吾
訂

ー

ー
も

ー

ー
｢
(

〇

卜

已

(

-

N

a
)

屯
べ

旦
=

ー

.-
も

ー

＋
ヘ

ス
〇

-

き

ー

一
旬

移
行
が

生

じ

な
い

場
合
だ

け

を

考
え

る
｡

す
な

わ

ち

注

(

1 0
)

の

図

と

え

ば
△

イ
ニ

ホ

の

中
に

あ

る

生

産

弾
力

性
の

組
み

合
わ

こ

こ

で

句
Y

只

3

は
つ

ね

に

ブ

ス

ラ

で

あ

る

が
､

月
宅
)

と

屯
(

邑

は

か

な
ら

ず
し

も
プ

ラ

ス

で

は

な
い
｡

β∂J

∵
k

､

:

＼
ノ

し

い

ー

い

∝



一 橋論叢 第 四 十 八 巻 第五 号 ( 1 5 0)

(

-

い

且

一

書
)

仰
○

司
訂
さ

千
晶
→
-

只
S
仰
○

き
b

声

h

T

芯
-

白1

(

1 4
)

典
型
的
な

四
つ

の

C

監
e

を

区
別
す
る
｡

C
P

苦
い

H

O

V
h

T

苛
1

Ql

(

-

中
P
)

c

邑
車
苛
小

c
P

芳
N

‥

ト
∨

千
首
0

｢

c
p

写

さ

■

ト
>

千
句

ヘ

ペ

弓

蒜

南
→

勺

昇

一
判

宅

蒜

卜
勒

匂

荘

卜
軸

弓

宗

一
軸

匂

荘

卜
軸

∈

宗

一
和

也

荘

南
→

土
地
の

増
加
率
が

労
働
増
加
率
や

技
術
進
歩
率
に

く
ら
ぺ

て

極
め

て

高
い

場
合
に

は
､

地

代
が

低
下
す
る

(

C

監
e

占

こ

と
に

注
意
し
た

い
｡

長
期
均
衡
水
準
を

高
め

る

技
術
進
歩
の

塑
は

こ

う

で

あ

る

〔

数
学
注

(

4
)

〕

｡

(

-

h

p
)

{

洲

磁
[

月
]

[

守
]

落
着
鮮
囁

[

月
]

[

守
]

荘
寄
掛
囁

[

1

且
[

守
]

薄
暮
醗
囁

[

1

且
[

誌
]

荘
蕃
尚
囁

土
地
の

生

産
弾
力
性
γ
を
一

定
と

す
る

と

き

(

第
一

列
)
､

労

働

増

加

率
が

土
塊
の

増
加
率
に

く

ら
ぺ

て

極
め
て

高
く
､

技
術
進
歩
率
の

低
い

経

済

C

監
e

-

で

は
､

労
働
使
用
･

資
本
節
約
的
技
術
[

息
]

が

有

利
で

あ

る
｡

そ

う
で

な
い

経
済

C

監
e

-

N
-

い
】

阜

で

は

資
本
使
用
･

労
働
節
約
的

我
術
[

甘
]

が

有
利
で

あ

る
｡

､.
＼

･■

､

.
し

資
本
の

生

産
弾
力
性
β
を
一

定
と

す
る

と

き

(

第
二

列
)
､

労

働
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